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～学校と家庭と地域で子育てする和琴小～ 

～学校と家庭と地域で子育てする和琴小～ 

■学校教育目標 

よく考え正しく判断できる子（知） 

強い心と体でやり抜く子（体） 

優しい心で助け合う子（徳） 

 

＜３月の行事＞ 下校時刻は、前半が 5時間・後半が 6時間 

日 曜 行    事 下校時刻 給食 

1 月 安全点検日 弟高卒業式 14:20 ○ 

2 火  14:20  15:20 ○ 

3 水 全校朝会 14:20  ○ 

4 木 参観日（保護者面談） 14:20  ○ 

5 金  14:20   ○ 

6 土 週休日    × 

7 日 週休日  × 

8 月  14:20   ○ 

9 火  14:20  15:20 ○ 

10 水  14:20 ○ 

11 木 ガラス工房体験 14:20  15:20 ○ 

12 金  14:20 ○ 

13 土 週休日  × 

14 日 週休日  × 

15 月 弟中卒業式 14:20   ○ 

16 火  14:20  15:20 ○ 

17 水 全校朝会  13:00 ○ 

18 木   14:20  15:20 ○ 

19 金  14:20 ○ 

20 土 祝日 春分の日  × 

21 日 週休日  × 

22 月  14:20 ○ 

23 火 大掃除 14:20 ○ 

24 水 修了式・離任式 11:30 × 

25 木 学年末休業（～3月 31日）   

26 金    

27 土    

28 日    

29 月    

30 火    

31 水    

※昨今の状況から予定が変更になる場合がございま

す。ご了承ください。 

 

子どもと繋がる聞く習慣 

校長 齋藤 超 

 新型コロナ発生から1年が過ぎ、ようやくワクチ

ンの接種が日本でも始まりました。私たちが接種で

きるまでには、まだまだ時間がかかりそうです。子

どもたちへの接種は推奨されていませんので、「新し

い生活様式」をしっかりと守り、学校では今後も感

染拡大防止に努めてまいります 

最近読んだ本の中に「アクティブ・リスニング（傾

聴）」ということが書かれていました。この長所は、

自分の話を批判されず、理解してもらえているとい

う安心感をもたせられるため、言い訳をしたり、駆

け引きをしたりすることもなく、子どもが自分自身

を振り返り、自ら解決策を考える機会を持てること

になり、否定されないことが自分で考える力につが

るということです。 

アクティブ・リスニングを実践するには4つのポ

イントがあるそうです。①ボディ・ランゲージ（表

情・アイコンタクト・姿勢）②無条件の受容精神（興

味・態度・信頼・分離）③反映力（反復・言い換え・

明確化・要約）④コミュニケーションのバリケード

に気をつける（ジャッジ・アドバイス・話しをそら

す） 

とある事例 

子 友だちが今日一緒に遊んでくれなかった。 

親 明日、一緒に遊ぼうと言ってみたら。言葉で

言わないとわからないよ（アドバイス） 

 子 でも、もう遊ぶのいやだ。 

 親 そんなことでいちいち、いやだと思っても仕

方ないよ。（ジャッジ）きっと疲れているだけだ

から、明日になったらそんなふうに思わないか

ら大丈夫（話しをそらす） 

 子 学校にもう行きたくない。 

さて、どんなふうに傾聴すれば良かったのでしょ

うか。正解はないかもしれませんが、工夫はできる

余地はありそうですね。 

 今年は６年生が欠学（０名）なので卒業証

書授与式はありません。修了証書授与式のみ

行います。式はコロナの影響で在校生の保護

者の方々のみ案内させていただきます。よろ

しくお願いいたします。 



 

 

 

 

＜冬のスポーツフェスティバル＞ 

 ２月１日（月）にへき複３校合同の冬のスポーツフ

ェスティバルが晴天で風もない最高のコンディショ

ンの中行われました。開閉会式では、本校の児童が司

会を努め、式をしっかり進めることができました。ス

ポーツフェスティバルの前半は、スケート記録会です。

５０ｍ、１００ｍ、３００ｍ、５００ｍの中からそれ

ぞれ２種目まで選んで出場しました。どの子も最後ま

で一生懸命滑る姿がかっこよ

かったです。後半は、低・中・

高学年に分かれてゲームをし

ました。低学年は、氷上ボウリ

ング、中高学年は長靴アイスホ

ッケーです。どの学年の児童も

他校の児童と交流できたこと

に喜びを感じている様子でし

た。 

 

＜栄養指導＞ 

 ２月４日（木）に弟子屈中学校の栄養教諭、松谷先

生を講師にお迎えし栄養指導を行いました。松谷先生

は子どもたちにまずきらいな食べ物とその理由を聞

いて、一人一人の話をうなずきながら聞いてくれまし

た。子どもたちはその時点で心を開いてその後も思い

きって発言できたように感じました。次に食べる理由

を聞きました。子どもたちは、動くためのエネルギー

や体を大きくするため、そして風邪などをひかない体

をつくるための３つのはたらきを、自分たちで考えた

り、松谷先生にヒントをもらったりしながらこたえて

いました。次は食べ物を３つのはたらきに分けていき

ました。食べ物をわけながら、自分のきらいな食べ物

はそういうはたらきがあったんだとはっとする子ど

ももいました。最後は、バランスよく食べることが大

事というまとめでしたが、子ど

もたちが自分たちで考えなが

らまとめまで進めるようなよ

い授業になっていたと感じま

した。 

 

＜冬の親子レク＞ 

 ２月１３日（土）に冬の親子レクがありました。こ

こ数年はスキー場に行って親子スキーを楽しんでき

ましたが、今年は遠くには行かず、学校で行うことに

しました。種目は大きく分けて３つで、１つ目は長靴

アイスホッケー、２つ目はカルタ（百人一首）、３つ

目はドッジビーです。どの種目も今まで取り組んでき

た子どもチームが保護者チームを感心させるような

動きがたくさん見られた時間になりました。保護者の

方からも、みんなでいろいろな種目に取り組めた良い

親子レクだったという感想と数日間は体が痛かった

という感想をいただきました。参

加された保護者の皆さん、ありが

とうございました。 

 

＜新１年生体験入学＞ 

 ２月１５日（月）に新１年生体験入学がありました。 

４月から本校に入学する大内蒼馬くん１名が、１・３

年生と一緒に学習に参加しました。今年の内容は学校

案内、クイズ大会、体育館での運動です。蒼馬くんは

学校案内やクイズ大会では、１・３年生の話をよく聞

いて参加していました。最後の

体育館での運動では、広い体育

館でみんなと一緒に運動を楽

しみました。春の入学が楽しみ

ですね。 

 

＜令和３年度前期児童会役員選挙＞ 

 ２月１８日（木）に令和３年度前期児童会役員選挙

が行われました。児童会長、副会長にそれぞれ１名が

立候補し、立ち会い演説を行いました。児童会長に立

候補した児童は、「自分から行動できる学校にしたい」、

副会長に立候補した児童は「命や自然を大事にする学

校にしたい」とそれぞれ抱負を語りました。春からの

活躍を期待しています。 

令和３年度前期児童会長  在津 咲幸 さん 

        副会長  齋藤 来夏 さん 

 

 

 

和琴小ホームページ http://163.44.3.160/app-def/S-102/washou/ 

 和琴小学校の取り組みや児童の活躍 

等を随時紹介していきます。ご一読の 

ほど、よろしくお願いいたします。 


